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迷走する北陸新幹線延伸ルートの検討

現在の国会期間中にこの懸案の北陸新幹線敦賀以降の延伸ルートの
決定がされるか、非常に微妙な情勢だ。ご存じのように、現在８つの案
が検討の俎上に乗せられている。従来は、小浜ルートで検討が進んで
いた（はずだが）、昨今雲行きが怪しくなってきた。以前なら与党は、自
民党と公明党だったが、その構図が大きく変わった。そのため、いった
んご破算にして再度検討し直すことになった。そこで、小浜ルート以外
の案も俎上に揚げて、再度検討することとなったが、議論が迷走し、前
提が非公開で多くの方面からクレームや疑問符がついている。

＜解説＞８つのルートは、①小浜・京都ルート ②亀岡ルート ③米原
ルート（乗り入れ方式） ④米原ルート（乗り換え方式） ⑤湖西ルート
（新設） ⑥湖西ルート（在来線活用方式） ⑦舞鶴ルート（京都経由）
⑧舞鶴ルート（亀岡経由） の８つのルートが検討案に上がっている。自
民党は以前から、小浜ルートを決定事項だと主張しているが、与党の

検討会に維新が加わったことで、俄然結論が迷
走することになった。維新派小浜ルートに反対の
姿勢を崩さず、７月中旬の今国会での決着に暗
雲がたれこめている。以前から、この小浜・京都
ルートに対しては、京都市・京都府が反対の意向
を示しており、地元首長の同意が得られるか、非
常に微妙な情勢だ。加えて、最近の資材の価格
高騰、人材不足などから建設費の高止まりが容
易に想定される。また、周辺地域の人口減少が
急激に進むというデータも公表され、採算計算の
前提に疑義が生じる事態にもなっている。もともと、

大規模災害が発生したときの、東海道新幹線の代替ルートという位置づけが大きく、採算面での懸念は
大きかったが、ここにきて建設費の高騰などが表面化し、加えて国土交通省が前提を公開しない姿勢を
崩さず、巨額の国費を投じる事業に対する疑心暗鬼の空気が蔓延している。また、工期が30年近くかかる

という試算もあり、これだけの超長期の期間という前提
自体の事業化に疑問が生じている。建設費の負担割合
に関しても、前提条件が変わるなら従来のパターンでは
地元負担が厳しく、京都仏教会では「1000年の愚行」とま

でこき下ろしている。地元ではこの意見に賛同も大きい。
また、大深度地下工事の影響で、地下水脈が変わり、地
下水に悪影響が懸念され、酒造業界、飲食業界などの
反対の声も大きい。この難題をどうさばくのか、与党だけ
の国会議員が密室で決めることではないだろうという、至
極当然の意見も強い。当分、結論はお預けになりそうな
雰囲気が蔓延している。


